
質 疑 応 答

業 務 名 令和８年度女性管理職ネットワーク構築推進事業業務委託

質問内容 回 答

【質問１】

仕様書３(2)および想定スケジュール開催レポー

トの納品時期について

開催レポートの納品時期に関して、仕様書３(2)

「成果品」では「納品時期 令和８年２月」と記

載されている一方、仕様書４「想定スケジュール」

では「令和９年２月 開催レポート提出」とされ

ています。委託期間が令和９年２月 26日までで

あることを踏まえると、正しい納品期限は令和９

年２月との理解でよいですか。

【回答１】

仕様書３(2)表中の「納品時期」は、正しくは「令

和９年２月」です。ここに訂正し、お詫び申し上

げます。

【質問２】

仕様書３(1) ２回の開催スケジュールの間隔に

ついて

第１回から第２回にかけて参加者が段階的に学

びを深める構成を検討しています。望ましい開催

間隔の目安（例：３週間～１か月程度）はありま

すか。あわせて、県の関連事業等との関係で避け

るべき時期はありますか。

【回答２】

開催日の間隔の目安は定めていないため、その部

分も含め御提案ください。

契約後、県と調整の上、開催日を決定しますが、

現時点で以下の日程は候補日から除外します。

・10/28(水)～10/29(木)

・11/18(水)～11/19(木)

【質問３】

仕様書３(1)【定員】：対面・オンラインの参加比

率について

①それぞれの最少催行人数の想定はありますか。

②リアル参加希望が多く比率が偏った場合、対面

側の増員（オンライン減）は許容されますか。

会場キャパとハイブリッド運営体制の設計に反

映するための確認です。

【回答３】

①対面・オンラインそれぞれ最少で１グループ

（４～５人）を想定しています。

②対面・オンラインの各定員について厳密な設定

はなく、申込み状況により、双方の間での人数

調整は可能です。ただし、いずれの参加形式に

おいても、参加者間の十分な交流が確保される

ことを前提としています。

【質問４】

仕様書３(1)【当日運営】：対面会場（あざれあ等

を想定）について

ハイブリッド同時配信に利用可能な Wi-Fiは既

設設備を無償利用できますか。利用不可・帯域不

足の場合は、通信機器（モバイルルーター等）の

自費手配を見積に計上する前提と理解してよい

でしょうか。

【回答４】

県男女共同参画センターあざれあを開催場所と

する場合は、Wi-Fiまたは有線によるネットワー

クを無償で利用することが可能です。その他の施

設で開催する場合において、ネットワークが利用

できない、または帯域が不足する場合は、通信機

器（モバイルルーター等）を受託者が手配する必

要がありますので、その費用を見積書に計上して

ください。


